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自
動
堪
運
送
は
、
鐡
道
の
驛
所
と
荷
送
人
又
は
荷
受
人
士
の
間
に
於
け
る
道
踟
上
の
蓮
送
即
ち
所
謂
小
運
送
の
機
關
で
あ
る
と
云
ふ

意
味
に
於.
て.
の
み
な
ら
ず
、：

鐵
道
に
對
し
て
新
な
る
運
.
送
需
要
を
創
成
し
供
給
す
る
培
養
作
用
を
行
ふ
と

M

ふ
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に
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鐵
道
に
故
：障
あ
ん
場
ぎ
に
は
其
の
缺‘を
補
延
す
る
：の
機
關i
な
る.
と
®
，ふ
意.
味
に
於
て
も
、
.均
し
く
鐵
道
に
と
つ
て
( 0

補
助
機
關
た
る 

も
の
で
あ
る
がC
M
に
他
方
に
於
て
は
鐵
道©
存
铊
し
^
い
地
方
に
於
て
其
の.代
り
を
爲
す
所
の
代
用
機
關
汶
も
あ
：り
ぃ
或
は
鐵
道
の 

建
設
を
見

'̂.
に
至
る
迄
の
ー
時
的
の
先
行
機
關
で
も
あ
る
.
の
：で
あ
つ
て
'、<-
實
は
鐵
道
の
補
助
檄
關
と
袞
ふ
よ
り
も
寧
ろ
そ
れ
と
竝
行
的

:•
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.

'の.
地
位
に
街
る
對
立
協
力
機
關
と
見
る
：ベ
.
き
も.
の.
で
あ
，る
。'
平
時
に
於
て
旣
に
斯
か
：る
重
要
な
役
目
を
檐
當
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

.
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.-

坐
產
カ
の
獷
究
の
爲
に
運
送
需
要
に
.1

大
增
加
を
來
す
戰
時
體
制
の
下
に
於
て
は
、
此
の
役
目
は
ー
層
0
重
大
性
を
持
つ
と
と
に
.な
る

-
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の
'で
あ
つ

.

て
，
自
動
車
に
よ
み
運
搬
能
力
.の
增
大
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
る
こ
と
は
异
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ
る
。
若
し
此
の
運
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能
力
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の
增
大
を
來
す
こ
と
が
無
い
と
す̂
ば
、
運
賃
は
當
然
に
昂
騰
を
來
し
て
物
價
の
騰
貴
を
招
來
し
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自
動
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の
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に
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截
渖
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送
能
力
の
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て
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勿
論.

運
賃
統
制
を
行
つ
て
其
の
騰# -
を
或
る
程
度
に
抑
止
す
る
こ
と
は
出
來
る
が
、
併
し
運
賃
を
或
る
程

f t.
以
下
にC

時
に 

*
費
以
下
に
：
>
制
限
ず
名
と
す
れ
ぱ
、
運
送
勤
務
の
典
給
：に

.
減
少
念
來
し
、
叉
そ
の
統
制
が
部
分
的'で
あ
れ
ば
其
の.
偏
I
を
來
し
て：.、

に
於
て
は
、

'

自
勸
庫
運
送
能
カ

0

赖
大
を.

圓
:^.

こ
と
は
戰
時
經
濟
を
圓
滑
に
運
抒
せ
し
：め
る
爲
の

「

大
支
柱
で
あ

.
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と
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は
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然
ら
ぱ
泚
の
擴
大
は
如
何
に
し
て
成
さ
れ
得
る
か
？

.
そ
れ.
に
は
稹
極
的*0
方
法>

消
掘
的
0.
方
法
と
の
.兩

蓄

考

へ

得

今 

自
動
車
數
釐
を
増
加
す
る
こ
，七
で
あ
り
.
、
後
者
は
自
動
車.:-
0
利
用
，率
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る0
以
1F
、
是
等
兩
方
面
の
方
策
に
關
し
て
. 
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洗
づ
自
動
車Q

數
碁
增
加
に
就
て
述
べ
ょ
ミ.
，
-

 

.
平
時
に
於
て
は
，I

般
交
通
需
要
の
中
で
自
動
車
に
向
け
ら
れ
る
數
量
が
增
加
す
る
に
づ
れ
：て

.
自
動
車
：の
數
量
が
竝
行
的
に
增
加
を 

來
し
、
運
送
勤
險
に
對
す
る
需
要
と
供
給
と
の
關
係
が
調
節
さ
れ

.
て
均
衡
を
維
持
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
戰
時
こ
於
て
は

^

.
ノ
 

，ノ-

 

.

■

-

*

.

.

 

'  

-

-

：

要
は
缴
增
ず.
る
に
反
し
て
、
現
有
の
自
動
寧
の

1

部
は
軍
用
の
爲
に
徵
發
さ
れ
る
こ
と
を
常
と
す
る
か
ら
、
動
々

.
も
す
^
ば
需
要
過
多
、

.
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供
給
過
少
と
な

.

り
易
い0

挺
0 '

て
，' '-

徵
'^

さ

れ

厶

數

署

遙

：か
に
超
過
：す
る
程
度
に

’
於
て
自
動
車
の
數
*
を
嗆
加
せ
し
め
る
に
非
ざ
れ 

ば
"

，自
動
車.

運
送
の
圓
僧
を
期
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
今
、
此

6

數
量
增'

加
の
方
法
を
考
へ
か
に
、
國
民
經
濟
的
に
は
二
者
あ
；

O

得

.

.

る
- 0

'第
：ー

_
.

は
外
國
か
ら
輸
人
す

.

名
：と
と.

.

で
；あ
り>.

>
,

第
_ :

は
自
國
內
で
製
作
す
る

.

こ
：と.

で
あ̂

。
戰
時
に
於

.

て
は
武
器
及
び
軍
需
品
の
製

.

.

. 

' 

.一..

へ
.
.
■ 

一
，
. 

... 

:

■

...V. 

:
ro'--. 

. 

; 

: 

-

,

ノ
I
て

V
*
. 

■

!•
: 

' 

,

:

.

迆

1

勞
働
と
i

l

l

古

來

ば

な

ち

ぬ

名

が

i

か
ち
、i

般

交

敏

用

必

秦

は
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異

名

■

養

る

で

ま

出

來

名

1

る
が
、
谨

拂

震

の

_

に
基
,

爲
I

鳴

遷

防

ぐ

ぎ

ふ

見
地
か
ら
は
，
此
の
方
法
に

.

'

は
充
分
に
依
賴
す

.

る

こ

；
と

が

出

來

：な

い

：

0
.

從
ク
て
自
國
で
製
作
す
る
の
外
众
い
こ

.

と.

ぬ

な

る

？

自

國

.で

自
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動
単
製
作
事
業
が
旣
に
確
立
し
て
居
各
國
に
於
て

.

は
此
：の
點
に
大
な
る
吏
障
は
：な
い

.

で
：あ
ら.

ぅ
が
、
其
の
.未
だ
確
立
し
て
居
な
い
國
に

■ 
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て
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特
にf

製

作

材

料

た

，る

鐵

谓

供

輪

|

分
|

なJ

i

t

I

は
、'3

:

に
於
て
製
作
材
料
を
確
保
す
る
必
，要
が
あ
る

o
.

#

も
1,

般
に.

鐵
鋼
の
供
給
の
豐
富
な
ら
ざ
る
國
に
於
て
は
、

.

.

.

乏
.し
い
中
か
ら
軍
需
品
の 

_

の
：爲

.め

及

び

其

の

生
遼

能
力
獷
張
の
爲
に
象
大
の
！

i

鋼
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

.

和
ら
、
自
動
車
製
作
の
爲
に
割
き
得
る

.

も

の

：
 

:

.

,
セ
頗
、る
制
限
さ
れ
る
こ
と
士
な
も
ざ
.る
：を
得
ず
し
>

*̂

に
も
；_

.

办
龙
ぎ
尨
惱
み
が
あ
名

0
.

故
に.

、
自

動

車

數

量, 0

增
加
は
*
其
の 

'

•:
.

效

搌

が- .

般
的

:-
«

普

獮

的

：で

あ

る

と

聲

ふ

認

識

を

以

て

：鐵

鋼

敦

の

版

の

方

：面

.

へ(
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：
供

給

制

限

を
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自
國
製
作
に
賴
る

■

こ
と
と
し
、
：輸
人
に
ょ
る
數
量
增
加
は
ナ

}

を
商
品
輸
ぃ
出
又
は
無
形
の
輸
出
の
增
加
に
ょ
つ
て
國
際
的
驚
取
勘
定

.Q
.

增
.

.

加

し

た

場

合

に

：其

0

程_

に

於

：て
抒
ぶ

‘

に
止.

办
る.

外
は
あ
る
ま

.

い
0

 

,

本
邦..
で
は
當
初
以
來
、
自
動
車.の.
供
給
は
之
を
：外.國
か
ô

輸
入
に
仰
い
で
居
だ
のf
あ
大
茁
七
铝
以
來
、：
軍用自勤車補
 

助
法
に
ょ
つ
て
、
軍
用
に
適
す
る
自
動
車
の
製
作
者
に
對
し
て
一
臺
に
付
き
三
千
圓
以
下
の
双
逝
補
助
金
を
與
へ
る
制
度
抓
設
け
ら
れ
、

•

 
•
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特

に

昭

和

十r

年
以
來
は
自
動
車
製
造
事
業
法
に
ょ
り
右
の
事
業
の
-確
交
を
目
的
と
し
て
種
々
の
方
法
を
以
て
費
用
の
輕
減
と
販
路
の

ブ 
' .
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

• 

• 

- 

V 

.
» 

. 

-
♦ 

.

, 

，自
動
取
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送
能
力
の
擴
大
に
就
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確
保
と
に
努
め
、
之
に
よ
つ
て
多
大
の
援
助
、を
與
へ
る
こ
と
に
な
つ
た
爲
に

(

1〕

、

製
作
能
力
の
點
で
は
異
常
の
向
上
增
進
を
來
す
に

至
つ
た
。
故
に
今
後
に
殘
さ
れ
た
問
題
は
資
材
供
給
の
潤
澤
を
如
何
に
し
て
期
す
る
か
の
一
點
に
製
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で

'あ
る
。
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用

自

動

取

補

助

法

及

：
び

同

施

行

細

則

に

よ

れ

ば

、

'有

效

積

載

量
©

分

.の

1H

瓲

以

上

の

贤

■■:

も
の
の
製
造
密
に
對't
て
ば
' 1

11

に
付
きn

声
芄
十
圓75.
至
1

1

百
圓C

六
輪
自
動
車
の
場
合
に
は

千
.！ 1

百
五
十
阊
乃
至
一
一
：
千

H

 :c

圓)

の
製 

'
 

■
'浩

！
.
金
を
鄭
へ
-
、
自
^
之
を
使
用
す
る
場
合
に
は
更
に
三
商
七
十
五
阊
叉
は
五
百

_

の
增
加
補
肋
金
を
與̂nM

に
よ
つ
て
製
作
琪
賺
を
ノ 

•'.
'
直
接
に
霸
し
て
居
る
：。
又
膦
買
奢
に
對
し
で
は

'1
臺

に

，付

き

七

百

五

十

_

又

は
1
千
圓.
の
膦
賈
補
肋
金
を
與
へ
/>..
別
に.
三
西_

乃
至
六
亩
_
 
_

:.

の
維
持
補
肋
命
を
與
ヘ
'、
之
に
よ
つV.

或
る
程
度
ま
で
販
路
の
擴
大
を
資
げ
て
居
る
。
；

(

補
肋
金
額
の
差
は
種
類
.
及
び
镏
カ
の
差
に莪
く
。)

:•

次
に
赢
卑
製
造
辦
業
法
に
よ
れ
ば

•
製
，作
業
者
.
に
對
し
て
は
、
販
路
，の
維
持
の
爲
に
、
當
該
事
繁
を
許
可
事
業
と
し
：て
競
猙
を
制
限
し
，

'
外
國
品
の
轍
入
が
蕲
業
の
：

.
確
立
を
妨
ぐ
る
の
處
あ
る
場
合
に
は
一

.
定
期
亂
だ.
け
#
動

車

又

は

部

分

品

の

輸

入

を

制

限

し

，

轍

入

に

，
よ

：
つ
.て
市
價 

の
低
落
を
來
し
靡
榮
の
確
立
を
妨
ぐ
る
の
虞
あ
る
瘍
合
に
は
關
税
調
査
委
員
會
の
議
を
經
て
：
一

.
定
期
間
だ
け
鍮
入
税
衷
に
萣
め
た
輸
入
税
の
外
。

-

に

、

更

に

其

の

物

品

の
.價

格

の

，
五

割

に

相

當

す

る

金

額

以

下

の

輸

人

税

を

追

加

し

.て

課

す

る

の

方

法

を

採

：
り

得

る

途

を

開

い

て

居

る

0,
又

負

擔

 

. ^
び

費

用

輕

減

の

爲

に

は

、

：
必

要

な

る

器

具

、

機

械

*又

は

材

轧

を

放

府

認

可

の

下

に

轍

入

，
せ

ん

と

す

る

と

.含

は

、

本

法

施

行

の

日

か

ら

故

ヶ

年

 

'

間

は

輸

人

税

を

免

除

し

、

.
•事

業

の

許

可

を

受

け

た

年

及

び

其

の

翌

年

か

ら

五

ゲ

.年

間

は

所

得

税

及

&

營

業

收

益
.稅

を

®

し

、

加

ふ

る

に

地

方

 

琼

の

賦

課

に

關

し

て

も

制

限

を

加

べ

て

居

る

。

|5
に

資

金

獲

得

の

便

宜

を
.與

へ

る
^

に

» *
株

金

金

額

狒

迖

以

前

に

於

て

も

認

可

を

受

け

て

增

資

'

■

を
行
ふ
こ
と
を
許
し
、.te
備
费
に
冼
て
る
爲
に
は
政
府
の
認
可
を
受
げ
て
、
拂
込
株
金
額
の
一
蓓
を
超
え

.ざ
る
限
り
は
.商
法
箜
一
百
條
の
規
定

.

に
依
る
制
限
を
超
え
で
社
傲
を
藤
集
す
る
こ
と
を
許

'し
て
居
る
。
 

：
..

■

■ 

.
,

ー'

;

:

.'.

.

.

.

—

ィ
：

,

.

.

.

.

.
へ

-

:

.

.

:
.

:

.

.
二

'

■

/ 

■

:

. 

前
段
に
於
て
自
動
堪
め
數
簠
の
增
加
ど
宕
っ
た
場
合
に
於
て
、

そ

れ

は
單
に
审
輛

< p
み

の

增
加
を
意
味
する
の

で

は

<
な

く

、操
縱
者

:

と
燃
料
と
を
：具
有
す
る
自
動
率
の
墦
加
と

1
K

ふ
意
味
で
：あ
る
こ
と'は1K

ふ
迄
L

\A
-:
°
故
に
、
：
車
輛
の
增
加
と
同
時
に
、
操
縱
者
と
燃 

.
料
と
の
增
加
を
11
^
必
耍
あ
る
.
&
^
^
明
白
な
事
柄
で
あ
る
。'然
る
に
今
、
：操
縱
の.：̂

は
之
を
修
得
$
^
^
^

か
ら
、.勞
働
ヵ
に
餘
裕
の
あ
る
限
り
、
：
断
し
て
そ
れ.が
有
利
な
職
業
と
な
り
得
る
限1;
'
ば
、
操
縱
者
の
供
給
は
困
難
な
く
增
加
さ
れ
得

•.
 

-:
 
•
 

^
 

..
 

.'
 

. 

. 

.

 

•
 

-
 

•
 

.
 

■
 

•
 

t
.

る
。
唯
、
間
題
と
な
る
の.は
燃
料
1?
あ
る
が
、
此
^
點
に
就
：て
は
天
然
石
油
の
生
產</
>
豐
富
^
ら
ざ
る
_
に
於
て
は
可
な
り
の
啩
難
が 

.

伴
ふ
。

Z

本
邦
の
如
き
は
其
の
顯
著
な
る
例
で
あ
，っ
て
、
._普
通
の
自
動
取
用
液
體
燃
料
即
ち
ガ

ソ
y

ン
の
最
大
部
分
を
外
國
か
ら
の
輸
入 

に
仰
ぃ
で
居
る
關
係
か
ら’
低
物
價
政
簿
の
下
で
は
勢
ひ
其
の
顧
入
髯
に
制
限
が
附
さ
れ
ノ
而
も
‘輸
入
量
の
大
部
分
は
辟
殊
用
途
に
充 

セ
ら
.れ
て
一
般
交
，通
用
と
し
て.の
配
給
量
は
益
.々
大
な
る
規
1£
を
受
け
て
減
少
を
來
し
て
居
る
狀
態
で
あ
る
。
數
年
：以
前
か
ら
石
炭
液

; 

。
 

- 

. 

ノ
 
'
 

-

へ
化
に
よ
る
人
碧
油
のI

に
は
多
大
の
硏
究I

ね
ら
れ
、I

石
油
製
造
1

法

事
業
S

大
の
I

.
が
與
へ
ら
れ
來
っ
て|

る
：が
、
：t

i

の
ガ
ソ
、リ'X

裏
 

斷
然
市 

.

.價
の
引
上
を
許
す
か
、
又
は
獎
勵
金
或.は
生
產
費
補
償
0
如
き
補
助
制
、に
上
っ
て
生
產
者
の'負
擔
を
輕
減
す
る
か0
何
れ
か
に
よ
っ
て

-
.

•
 

.

.

.

.

.

.

. 

r 

• 

,

•.
•
- 

/
, 

•
 

.

.

.
 

•

:
.
,
其
の
生
產
物
の
市«
が
：可
能
と
な
る.に
至
$
迄
は
、
.ガ
.
.ソ
リ
.ン
0
篇
上
に
於
け
る
困
難
は
撤
囘
さ
れ
得
な
ぃ
で
あ
ら
.ぅ
。
故
•に
、
獨

■ 

■ 

•
 

; 

■
 

.
 

.
V
.
.
.

 

...
 

こ

.

.

り
本
邦
.の
み
な
ら
ず
、
同
様
の
事
情
に
在
名
國
に
於

H

は
、
何
れ
も
結
局
、
當
分
の•間
は
燃
料
の
.供
給
增
加
は
代
用
燃
料-の
方
时
’に

之.

m

:
»-
.‘

 

•
+
.
.
-
+
•

 

■

 
•

 *

 -

 
•

 

%
1 

.
 

•

.

を
.求
.め
る
の
外
な
い
で
あ
ら
ぅ。

.

.
：

-

•

 

•
: 

.
•

. - 

. 

-

.

代
用
燃
料
と
し
て
は
液
體
及
ガ
固
體
の
雨
方
酣
に
於
て
種
々
の
も
の
が
試
み
ら
れ
實
用
に
供
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
其
の
中
で
最
も
主

' ;

.

.

. 

.

. 

. 

■

要
な
る
も
の
は
薪
炭
瓦
斯
で
あ
る
。
之
ぬ
薪
父
は
木
炭
の
不
完
全
燃
燒
に
よ
っ
て
瓦
斯
發
生
爐
内
で
發
坐
せ
し
め
た
瓦
斯
を
氣
笛
內
で

• 

■
'
.
 

.て
 

: 

.

.

.

.

.

.

. 

.
r .■!
.
.
.
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動
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運
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力
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に
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，
自
動
琪
運
送
能
力9
擴
大
に
就
て 

，

•
 

.

51
0.

2
'
九
四)

燃
燒
4
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
薪
炭
瓦
斯
自
動
車
は
ガ
ソ
リ
ン
自
動
荜
に
比
較
し
て
能
力
の
點
に
於
て
、
幾
分
か
劣
る
所
が
あ
る
。
即 

ち
，
起
動
に
當
っ
，て
數
汾
間
餘
分
の
時
間
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、
速
力
に
於
て
も
幾
分
か
劣
り
、
特
に
勾
配
を
突
破
す
る
力
に
於
て 

も
可
な
り
劣
っ
て
屈
る
。
加
ふ
る
に
*
興
の
中
の
或
る
も
の
は
、
少
く
も
現
在
の
情
勢
の
下
に
於
て
は
、
費
用
の
點
に
於
て
も
ガ
ソ
リ 

ン
に
劣
る
所
が
あ
る
。
即
ち
、
薪
自
動
堪
は
、
相
當
多
數
の
薪
自
動
車
を
使
用
す
る
二
人
の
業
背
の
中
、

j

方
の
試
み
j

驗
及
び
數 

ヶ
月
間
め
實
績
ぬ
よ
れ
ば
ガ
ソ
ヴ
シ
自
動
車
よ
卜
は
廉
價
で
あ
る
が
マ
他
方
の
業
者
の
實
績
に
よ
れ
ば
ガ
ソ

y

ン
よ
りV
幾
分
か
高
價 

.
に.1

而
し
て
木
炭,

動
f

:
居
.る <

100

之
に
よ
っ
て
結
論
ず
れ
货
、
少
く
も
現
狀
に
於
て
は
、
，薪
炭
自
動
摩
伯
費
用
の
點
で
は

■
し
て
ガ
ソ
.リ
シ
自
動
車
よ
り
も
. 

へ
萵
債
で
あ
夺
ど
豸
ふ
こ
と: ^
m

來
る
。
若
し
ガ
ソ.
リ.
ン
の
市
價
.は
現
在0_

で
^
る
に
反
レ
て
薪
又
は
木
炭
の
獲#:
費
用
は
將
來
曆 

高
價
と
な4
が
如
き
.こ
と
が̂

る
'^
假
定
す
れ
ぱ
、：

, *
の
場
合
：に
ぬ
薪
炭
自
動
亭
の
不
歡
濟
は
更

：

に
莪
だ
し
き
を
加
へ
る
で
あ
ら
ヶo'
.
 

併
し
な
が
ら
夕
假
令
高
價
に
づ
く
と
は
袞
へ
、：薪
又
は
木
炭
の
供
給
だ
け
ば
今
日
の
：見
透
し
を
以
て
す
れ
ば
；支
障
な
く
確
保
さ
れ
得
る
。 

:
.:

特
に
薪
の
如.
き
，は
植
樹
發
十
年
內
外
に
し
て
利
用
し
_
得
る
雜
木
を
之.
に
充
て
る
こ
へ
と.が
出
來
る'か
ら
、
代
用
燃
料
を
使
用
す
る
の
‘方
法 

に
よ
る
こ
と
と
す
る
以
上
は
、
燃
料
の
點
に
於
て
自
動
車
の
數
量
の
增
加
を
妨
げ
，る
絕
對
的
の
理
由
は
存
し
な
い
と
云
ふ
こ
.と
が
出
來 

.
るo.
唯
，.
代
用
燃
料
車
は
ガ
ソ
リ
シ
琅
に
此
し
て
速
力
が
劣
る
が
^
に
，1.
定
時
間
內
に
運
搬
し
得
る
貨
物
の
數
量
も
少
い
と

IK
.

ふ
こ 

と
に
な
る
か
ら
、

一
鬼
時
間
內
に
同
一
數
量
の
運
搬
を
實
現
す
る
爲
に
は
一
曆
多
歡
の
自
動
車
を
必
要
と
ゃ
る
の
事
情
が
ぁ
る
こ
と
だ 

け
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

.
■•
ぺ
バ
又̂
^

藥
者
の
貧
驗
に
ょ
れ
ば
ス
連
カ
め
點
で
ほ
-^
ガ
ソ
リ
シ̂

•

四
割
芄
分
劣：

る
と
.報
齿
さ
れk

居
>̂

費
相
の
點
で
'は
.：1
籽 

:

:
■
嘗

I.

は
I

及
び
セ
？
八
.®
で
I

と
報
I

れ
て
.居
る
デ
ラ

.:

す
る
個
所
に
於
て
、
薪
_

励
車
を
使s

す
れ
ば
七
十
三
錢
を
餘
分
.
に
要
し
，
木
薄
目
動
車
を
使
用
す
れ
ば
一
圓
十
八

_

を
餘
分
，に
要
す
る
こ
と 

> 

,

が
明
か
に
さ
れ
た
。
但
し
何
れ
も
：
1

車
及.
び.
木
f

l

に
少
量
：の
ガ
シ
リ

X

を
補
肋
的
に
酱

.
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一
.

次.

5
轉
じ
て
自
動
車0
運
搬
能
カ
0
:利
用
率
£ 1
筒
め
石
方
法
に
就
て
弯
療
し
よ
ぅ0''
'
-'
::
',

\̂
^̂
^̂ 

自
動
軍
の
利
用
率
を
髙
め
石
方
法
は
種
々
あ
る
が
、
，
其
の
冲
^ :
ー，は>.
-
囘
の
運
轉
に
：於
て
能
ふ̂

■

あ
名
。
此
：の.點
か
ら
見
れ
ば
、
獱
載
能
力
の
：

1

.部
分
し
如
利
职$

故
半
膦W

S

を
捨
て
，‘
滿
載
主
義
をf:

る
と
と
^
第
ー
刃
要
^
と
す 

.

.

る
こ
と
.ば
明
&
で
あ
る
0
勿
論
、.業
者
は
貨
物
0
存
す
.る

限
,1
):
は
滿
載
主
義
'を
採
る
で
あ
：ち
ぅ
％

.
て.
貨
物
を
^
集
し
能
力.1:

杯
を
積
載
ず
る
こ
と
が
運
搬
力_

(7
).
;見
地.
か
ら
要
請
さ
れ
：る
の
セあ
る.
。(

此
の.
貨
物
の
蒐
集
の
.點
に
就
て

.'

〜

.
,
 

, 

. 

1

'
• 
. 

.

•

'

,  

' 

V' 

•• 

'
:

:

ハ
' 

.

.

.

.

. 

- 

.

.
は
後
段
t
詳
說
す
：る)

。.
尤
も
、
自
動
車
の.
積
載
能
力^
^ ,
腿
度
が
W令

.：

而

ん

：

i

一
つ
の
意¥
o '
限
度
が
あ
、るP
自
動
を
が
安
金
に
積

■

.

V. 

: 

.

一.
. 

；

V

 

. 

. 

.

.

'/
.
.
-
V
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:
 

•

•
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.、
.■.
.
'
.

'
■
•.
-

.

.

載
し
得
る
物
理
的
限
度
ど;'
'

.法
律
に
.ょ
.
つ
て
許
さ
れ
た
法
定
の
：限
度
，と
が
、之
で
あ
る
が
、
：後
者
は
前
者
ょ
り
も
可
な
り
低
く
定
め
ら
れ

.
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.
 

.
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.
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.

.
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•
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•
 

. 

.
 

■<
 

.
 

.

.
,
て
あ
る
か
ち
：，* '
際
祀
於
て
は
此.
の
後
者
以
士.
を
積
載
す
る
ど
：と
比
骷
を
れ
な̂
道
现
：で
枭
る
。

「

併
し
故
が
ら
\
若
し
此
の
法
定
の
限

•
 

..
 

•
• 

-

i
*.
1

.

一

.

*/
.

:

.

.

’
- 

- 

' 

.
 

, 

:
 

: 

. 

.
 

. 

.

.

. 

. 

、

■

度
を
幾
分
#
も
引
.土
げ
る
餘
地
狀
あ
る
と.す

：
れ

ぱ

：
、

.

.

.

斯
か
る
場
合
に
.は
#

の
.引
上
げ
を
11
&

自
動
茚
運
送
能
力
の
擴
大
に
就
て
 

，
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(
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自
動
取
運
送
能
力
の
擴
大
に
就
て
 

五
二.

2

九
六)

.
し
得
名.
で.
あ.
：ら
う
。
'

V
’.：：
 
.̂...
.

v-...

-
\̂̂̂
v
-̂ 
V- 

V
K̂-,
-,
v,
-.
.̂
;'

、
 

； 

本
邦
で
は
法
定
の®
®c
定
量
な
る
も
の
が
物
理
的
の
積
載
限
度
よ
り
も
不
必
要
な
程

.
に
©
ズ.
定.
め
ら.
れ
て.
あ
る
'̂

と
は
、恐
ら

.<

何 

人
も
否
定
し
得
な.
い
所
で
あ
ら
う
と
思
ふ
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；
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物
自
動
革
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數
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來
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る
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が
寧
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態
と
認
め
ら
れ
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に
も
拘
ら
ず
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：特
に
戰
時
體
制
に
人
つ
.て
か
ら
多
數
-0
優
良
な
，る
貨
物
自
動
車
が
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殊
方
面
に
引
去
ら
れ
た
に
も
：拘
ら
ず
、
其
.
の
爲
に
聯
に
事
故
が
著
し
く
増
加
し
た
と
其
ふ
事
實
が
證
明
さ
れ
て
居
な
い
か
ら
で
あ
る
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物
理
的
の
橫
載
能
カ
の
限
度
は
新
寧
の
場
合
に
檢
定
さ
れ
る
も
<0
で
あ
る
か
ら"
之
よ
：0
も
カ
の
劣
る
中
古
以
上
の
舊
車
に
も
等
し
く
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要
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無
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と
は
一

K

ふ
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程
度
ま̂
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載
定
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を
高
め
る
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が
適
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で
あ
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ふ
こ
と
が
出.
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。
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或
は
、
現
在
旣
に.
法
定
の
揽
載
鬼
量
以
上
に
過
積
し
て
房
る
以
b
k
、
此
の
定
量
を.
引
上
げ
て
も
實
際
の
運
撤
能
力
は
增
加
し
な
，

S
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は
な
，

S

加
，
と1K

ふ
者
が
‘
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
患
實
に
此
の
定
量
を
遵
守
し
て

.
居
る
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又
は
過
精
の
程
度
の■極
め
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內
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な
者
に
關
し
：て
は- *
'
之
に
よ
0
て
運
搬
能
カ
の
增
伽
友
來
す
べ
き
こ
と
は
疑
な
い
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更
に
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.
現
在
旣
に
過
積
し
て
居
る
者
は
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定
量
を
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上
げ
た
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に
於
て
も
依
然
と
し
て
新
た
な
る
定
量
を
超
え
て
過
積
す
る
こ
士
を
己
め
な
い
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あ
ら
う
か
ら
、
今
度
こ
そ
は
安
佥
性
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ら
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ふ
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あ
る
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も
知
れ
な
い
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し
、
當
業
者
に
於.て
は
、
旣
に
物
理
的
の
限
度
が
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定
で
あ
り
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從
つ
て
新
た
粑
る
定
量
を
超
え
る
こ
と
が
危
險
で
あ
る
こ
と
：を
熟
知
し
て
居
る

.
か
ら
、
事
故
の
齎
ら
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罾
を
*
防
す
る
必
要
上
か
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も
愼
蜇
な
態
度
を
取
る
べ
き
こ
と
は
信
賴
し
て
差
支
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

 

‘
 

‘

，
.

I

囘
の
遝
轉
に
ょ
る
精
送
量
の
増
加
の
方
法
と
し
て
觅
に
考
へ
、ら
れ
得
る
こ
と
は
、

ト
レ
ー
ラ
ー
又
は
セ
ミ
•
ト
レ
ー
ラ
ー
を
使
用

.

.

. 

.
# 

... 

~u

す
る
こ
と
で
故
右
ら
玆
，に
.
ト.
レ.
丨
！フ.
丨.
と
袞
ふ.
の
は
'
自
動
車
の
後
方
に
連
結
し
て
牽
引
す
る
無
機
關
の
通
例
は
四
輪
を
有
す
る
車
輛

; 

■■
 

■
 

P 

/
 

.
 

• 

.

• 

. 

- 

. 

'

+

• 

.

. 

, 

. 

. 

.

.

.

.

. 

•
• 

. 

. 

* 

.

.

を
指
し
、
七
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し
め
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無
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關
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す
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來
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つ
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つ
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搬
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れ
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れ
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す
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る
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ど
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す
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く
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速
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め
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一
だ
け
は
停
止
し
で
插
る
こ
と
が
必
要
で
あ
.
り
、‘：备
行

の.
途
：中
に
於
：て
も
屢
：々fl
r

の
资
通
：と
；の
關
係
に
於
て
へ
ブ
時
的
の
停
止
を
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ふ
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翦
文
坐
ず
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こ
と
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く
な
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す
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轉
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縮
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ず
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之
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加
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.て
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缺
な
る
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あ
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轉
同
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な
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益
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く
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す
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速
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つ
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し
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運
搬
能
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め
得
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と
は
否
宠
し
雌
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あ
る
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あ
る
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.第
一
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燃
料
經
濟
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點
か
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見
た
る
限
度
で
あ.る
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凡

運̂
轉
速
度
は
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.險
に
高
速
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必
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す
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.
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度
の
韵
合
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燃
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費
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な
る
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を
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へ
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に
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で
な
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を
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と
す
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叉
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れ
る
と
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は
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述
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度
よ
り
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い
速
度
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最
も
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方
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で
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れ
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の
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上
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も
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の
腿
度
ま
で
沿
速
度
を
高
め
.
て
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な
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時
間
費
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す
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世
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至
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あ
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膨
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な
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こ
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が
出
來
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此
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度
が
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度
と
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時
的
停
車.

^
義
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途

中
^
於
て
：他
の
交
通_

名
關
係
に
於
^

鐵
道
の.
踏
切
に
■、
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ノ
於
て
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氣
又
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.
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咏
刻
に
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れ
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閉
鎖$
れ
が
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否
と
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拘
％
ず̂
必
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或
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だ
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停
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し
な
け
れ
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な
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o
又
、
交
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の
大
な
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字
路
考
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の
交
％
點
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於
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k
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式
の
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通
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を
行
つ
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こ
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多
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が
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修
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典
の
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點
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^
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に.

是
れ
亦.
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得
也
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な
け
れ
ば
：な
ら
方
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か
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時
的
停
車
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總
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其
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時
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損
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；け
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叉
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を
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方
法
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か
停
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時
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極
度
に
減
少
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し
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ら
れ
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逍
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の
運
搬
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め
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四.
の
方
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得
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搬
力
の
空
費
で•
あ
る
と
す
れ
ば
、
.
況
ん
や
休
車
：，
即
：ち
運
用
を
体
虫
す
る
こ
と
は
猶
.更
に
大
な
る
運
搬
カ
の

.

,,. 

.
 
,
 

*
 ■
, 

..
 
..‘
 

■
 

,
 

.
 

、
 

...  

-
 
•
 

,.

.
空
费
に
外'な
：ら
^

^
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が.
--
雖

全

體

に

，
つ
'き
中
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叉
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費
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だ
分
に
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減
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し
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搬
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效
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に
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へ
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得
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損
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で

居

る

が

如

き

場

合

に

は

、

之

を

间

避

X
は

綏

和

す

る

こ
と
は
容

易

で

な

い

。

併

し

、

そ

れ

が

、

屯

輛

に

對

す

る

需

耍

は

事

實

上
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往
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居

な

が
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澌
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；
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に
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は
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業

者

が

大

量

の

翁
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霖
送
を
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込
ま
れ
て
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家
所

1

律
輛
の
み
で
は
掘
じ
切
れ
だ

.

い
：
锡

合

に

は
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偶

パ

荷

电

か

.

ら
：の
運.

擺
の'

か

ら

車

輛

条

入

：れ
：
て

間

に

合

は

せ

- ^

の_

方
法
を
取
つ
て
居
る

0

.
で

ぁ

る

が

、
/
時

間

の

經

過
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狀
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蚀
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1
;

定_

の
個
所
に
集
め
：

.

る.

匕̂

に.

す
れ.

ば
"

‘
'

此
の
困.

難
は
容
易
に
緩
和

.

又
ぼ
囘
避
さ
れ
得
る
の

.

で
2 >-

る
。

.

へ
い
本
郭
に
は
ジ
斯
か
る
哪
姻
を
小
規
模
鬼
名
暴
し
て
居
る
例
妨
ぁ
与
東
京
忆
於
て
貨
物
の
定
期
輸
送
及
び
貸
切
輸
送
を
相
當
大

. 

.
;規
模
に
行
0
て
唐
る
所0
大
和
運
輸
株
式
會
敗
が
中̂

^

^

^

昭̂
和
十
一
ー1
年
十
1
1月
に
京.
橋
區
を
範
0 -
と

し

て

設

け

ら

れ

た

，
_承
 

京
貨
物
^
動
車
操
車
聯
霍J'c
o磐

遭

^
の
へ
が
卿
ち
之
^
あ
专
此
の
ー
聯
盟
は
嚴
と
歡
車
と
の
間
に
鳌 

.

目
钠
と
し
て
居.
る
小
資
本
の
株
式
會
社
で
.
あ

名

が

..；
紅

.-|
±
甲
種
*1
盟
員(

株
主
た
る
も
の)

1
乙
種
加
盟
県
甲
種
加.盟
員
の
.紹
介
に
.ょ
.る
も
の
.

)

と
に
分
た
れ
て
居
る
が
，
我

^

の
加 

盟
料
金
を
吏
拂
ふ
外
に
、
參
加
車
輛
と
得
章
先
と
を
聯
盟
に
登
錄
し
、
店
頭
に

^;
所
定
の
看
板
を
揭
げ
、.參
加
車
輛
に
は
所
定.の
：マ
ー

，
 

ク
を
附
け
る
。
而
し
て
傭
窣
又
は
給
車
を
欲
す
る
と
き
は
、
從
來
相
瓦
間
で
契

^:
し
來
つ
た
者
の
場
合
で:?
)
、
，
私

的

取

扪

を

已

め

て

J

、切

聯

盟

を

通

じ

て

之

が

中

^
を
爲
す
こ
と
に
な
っ
て
居
吝
。

(

此
の
外
に
臨
時
加
盟
員
が
あ
る
亦
、
之
は
株
主
の
級
介
に
ょ
る
も
の
で
、 

每
日
一
定
金
細
の
臨
時
加
盟
料
を
史
拂
ふ
。
；

i

今
、
聯
盟
が
傭
取
ス
は
給’̂
の
中
込
を
受
け
た
場
合
に
は̂
其
の
申
込
外
順
序
に
ょ
り、-,
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類
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車« >

丧
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行
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.

加
激
員
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、

.

；
傭

库
*

給
車
め
何
れ
に
就
.て

も
乙
妞
如
盟
員
に
匳
先
す
る
こ
と
に
な
っ
て
思
る
。
•
何
れ
に
し
て
も
配
単
の
決
定
あ
り
し
後
は
正
當
の
事
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な
き
限
り
取
消
を
認
め
な
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傭
寧
料
は
聯
盟
に
於
て
每
月
公
表
す
„
る
最»

運
賃
表
の
金
額
を
卞
ら
し
め
ざ
る
を
原
則
と
し
、
S2
単
に
對
し
て.
は
手
數
料
と
し
て. 

原
則
的
に
賺
車
料
の
十
分̂
1
を
給
車
加
盟
真
加
ら
徵
收
ず
る0へ
_

:
_

序
聯
盟
：に
於
で
タ
互
計
算
を
行
っ'た
上
：で
帳
尻
額
を
關̂係

'
 

者
に
通
知
し
、
翌
月
上
旬-に
其
の
決
濟
を
行
ふ
。
以
上
が
其
の
組
織̂,
び
運
用
の
大
略
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
直
接
に
荷
主
か
ら
運
送
の
‘
 

巾
込
を
受
け.
ず-
4
て
偶
々
待
休
狀
態
、に
布
る
庫
就
电
を
し
て
其
の
利
<用
の
途
を
他
の
同
業
游
へ
の
被
傭
に
於
て'^
見
す
る
こ
と
を 
一®- 

容
易
な
ら
し
め
得
る
も
の
で
あ
っ
て*
そ
れ
だ
‘け
運
送
勤
務
の
供
給
量
を
增
加•せ
し
め
る'こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
實
際
に
.
於
て
果
し
て. 

幾
何
の
成
績
を
擧
げ
路
た
か
：
^
未
だ
之
を
知
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
最
近
'の
營
業
成
績
と
し
て
は
相
當.-
配
當
を
爲
し
得
た
と
云
'ふ
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で
あ
る•
か
ら
、
此
の
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實
か
ら
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ば
相
當
に
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こ
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濟
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自
動
車
の
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用
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る
方
法
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摘
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ふ

る

に
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貸

切

竊

送
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場

合
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始

概

ね
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路

だ
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朮

名

車

走

行

と'な
り

易

い

0

.-
-
.
V
尤

も

、
：大

規

_
の

經

營

者

の

變

ロ

に

在

つ

て

は

、

各

地

に

支

店

.出
張

听

#
業

所

釔

有

レ

て

、

自

ら

歸
 

ー

ひ

荷

を

用

意

す

る

こ

と

も

^
來

ょ

^
名

弋

—
臺

戈

は

ご

孽

の

霧

；

M
宜
を
有
ザ
る
こ
；
4
が
少
い
か
ら
、
：
概
；
^
片

荷

と

赛

こ

と

：を
：免

れ

な

い

の

で

あ

る

0:

斯
ぐ
:'
L
て
貨
物
诌
動
車
は
、.東
京
附
近
に
於
て
：
 

,
は
平
均
宄
荽
^
空
瑱
で
走
行^ .
る

セ

と

に

な

ほ

衰

れ

て

方

る

这0
若
し
文
半
載0
锡
合
だ
も
併
ぜ̂
^

其
の
平
询
横
載^ *
は
金
连
行
^
程
に
對
し
て
滿
載-'
*
0 .
|
|
.
ー
分.
の

 ̂

せ
.
ぬ

と

さ

y

s
は
れ
て
居

る
の
で
あ 

'
る
：'?
2
り0
. ;
'
運
搬
能
ヵ
の
吖
の.
斯
く
'̂
大
な
る
激
分
が
空
し
く
失
は
れ
て
居
る
光§

失
は
、.
果

し

て

之

を

輕

減

す

；ぎ
 

.
で
I

う
か
。
ぺ
必
榮
し
も
不
可
能
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
。
:管
し
て
小
規
橫
業
者
の
場
合
に
關
し
て
歸
り
荷
を
幹
旋
す
る
の
仕
組
を 

.
設
け
る
こ
と.
に
i

つ
て
、
，此.
の
目
;̂
を
達
す.
る
こ
:<
!:
が
迪
來
る
替
で
あ
る0:
貨
物
斡.
旋
所
、
即
ち
英
國
で̂

艮
的
ぼ.e

x
ch

a
n
g
e

又
は

R
o
a
d 

transport clearing: 

?

|
と
：呼

ば

れ

て

居

る

所

の

も

0

は

1£
に

之

を

目

的

と

し

て

罟

る

の

で

あ

つ

て
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方
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滿
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又
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で
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か

り

し
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に
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歸
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旋

^
る
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設
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部
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其

0 :
例

が

ゲ

，

ガ

阪

i.

於

：て

相

當

大

規

模

に

營
«:
し

て

居

る

阪

神

急

行

自

動

車

株

式

會

li
: 

を

中

、も

と

す

る「

近

幾

貨

物

操

取

運

送

株

式

# ,
社

」

が

そ

れ

で

あ

る

。
同

社

は

「

貨

物

自

動

取

に

ょ

る

共

同

相

2 -
配

革

#
旋

」

を

行

ふ

こ

と

.

:/
を
其
の.
營
業
科
！

m
の
：：

1
と
^
て
居
る.
が
：ノ

ま

の

逋

用

方

：豐

.
見
る
と
:-
'
诋.
の
取«

に.
關
：'5.
て
同
會
社
と
契
約
す
各
者
即
：ち
所
謂
加
盟
店

な
る
も
の
に
は
、
同
社
を
通
じ
.
て
儆
寧
及'び
被
傭
^

の
双
方
を
行
ふ
甲
種
加
盟
店
と
、
傭
車
の
み
を
行
ふ
乙
種
加
盟
店
と
が
表
り
、
何
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輛
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部
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以
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洳
入
す
る
ぷ
則
と
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■

十
裏
以
內
、
ニ.
十
臺
以
上
の
四
種
に
就
き
そ
れ
そ
異
な
：る

..

一
：定
纈
の.
加
盟
料
を
支
挪
ひ
、
外
に
毎
月
參
加
車
輛
一
寒
每
に
特
定
額
の 

參
加
枓
を
支
狒
ふOO
J
部
軍_

0
み
0
參
加
の
場
合
に
は
：參
加
料
ぬ
倍
額
と
す
る
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>
會
社
は
京
都
吴
阪
東
？

大
阪
西
ロ

•

神
戶
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ハS

ヶ
所
に
營
業
所
を
設
け
 >
 

之
と
加
盟
店
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間
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.
と
の
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及
び
營
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所
相
互
間
に
於
.
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常
に
連
絡
を
保
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加
盟
店
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.

て
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歸
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荷
ン
管
車
、
又
は'傭
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斡
旋
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'
荷
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又
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看
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參
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縱
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縱
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ず
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と
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來
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.
る
操
車
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し
.
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•な
る
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績
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市
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營
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九
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薬

員

會
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遛
き
、.
全
部
^
十
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勒

麻

運

？
輸•
:#
に
分
霄
せ'し
：め
た
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あ
る
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、
^
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.
の
運
送
：

％

石
油
及
びW
'
匹
の 
一

_

芝

にょ
っ

て

」

一
大
危
機
ぬ
瀕
す
る
に
至
；
っ

.た
事
態
に
：對
處
する
爲

に

、
.，
全

國

の
，
本

要
•
な
.̂
;
中

心
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へ
；に
歸
り
荷
骑
饍
を
開
設
す
る
こ
..
ど
と
な
り
、
同
年
八
月
、に
先
づ
.
ブ
リ
ス
ト
：ル
市
に
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執
鐵
務
所
が
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.
か
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ぎ

て

.、
一
一ケ 
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揹
^ ;
約
五
斤
噸
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鲁:#
/
が
凌
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又
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半
載
摩
た
:̂
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か
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し
車
輛
の
利
用
に
あ
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運
送
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旋
所
は
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後
に
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暴
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1

設.

あ
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路

澠

輸

局
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右
の.
賦
み
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後.
に
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っ
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铒
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興
の
模
倣
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見
出
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^
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之
を
行
ふ
款
が
多
數
に
规
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れ
た
.
が
ぃ
：同.
瞭
に
典
同
的
に
相
當0,
大
規
觀
を
以
て
行
ふ
；者
，
^
現
は
れ
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即
ち
午
：九
百
ニ
十
年
の
夏
に
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耐̂
及
び
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_

者
を
利
用
し.
で
五
：白
乃
至.
六
西
の
地
方.
に
貨
物
斡
旋
所
網
，を
張
り
廻
ち
す
こ
と
を
企
て
た
0
贺

際

ハ

結

果

は

取

期

‘し

た

程

の

規
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と
は
な
り
得
な
か
っ
た
が
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兎
に
角
-.
全
國.
に
亙
っ
：
て
百
一
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十
名.
の

取

箭
■

命
し
、.
當
該
地
方
に
於
■て
運
送
を
欲
す
る
財
貨
と
之 

，か
ら̂

地
方
へ
向
‘ふ
P

W
W
そ
を
記
錄
せ
し
め
る
こ̂

に
し
た
の
み
な.
ら

ず

、
，現

存
0
信
用.
ぁ
る
幹
旋
脱
を
し
ェ
自
勤
軍
協
會
及
び
其
.
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の
取
极
所
の
爲
に
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励
せ
し
め
る
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組
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っ
て
"
同
様
の
便
宜
を
邊
境
の
地
方
に
ま
で
も
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
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に
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っ
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れ
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•
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る
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又
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斯
か
る
計
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に
熱
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な
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へ
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